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（１０：００） 

議 長 ご起立願います。おはようございます。よろしくお願いしま

す。ご着席ください。 

  ただいまの出席議員は１４名です。定足数に達しておりますので、これか

ら本日の会議を開きます。 

（１０：００） 

議 長 ここで、健康推進課長より発言の申し出があっておりますの

で、これを許可いたします。健康推進課長。 

健康推進課長 おはようございます。昨日、議案第１２号「川棚町指定居宅

介護支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を定める条例」の説明に

おきまして、附則の施行期日の箇所で、条例の第１６条第２項第８号の内

容、また、施行期日が１０月１日になっている意味について田口議員から

質問を受けておりました。 

この条例の第１６条第２項第８号は、政令の改正によりまして新たに盛り

込まれたもので、居宅サービス計画、ケアプランになりますけれども、この

ケアプランに厚生労働大臣が定める回数以上の訪問介護を計画に位置付ける

場合、市町に届けなければならないとされているもので、これは新たしい

ルールとなります。この届出を事業所及びケアマネージャーに対する周知期

間として６ヶ月間の期間を設け、平成３０年１０月１日から施行するという

ものです。以上です。 

議 長 それでは日程第１、議案第１５号「川棚町課室設置条例の一

部を改正する条例」を議題といたします。提案理由の説明を求めます。町

長。 

町 長 皆様おはようございます。議案第１５号「川棚町課室設置条

例の一部を改正する条例」について、提案理由をご説明申し上げます。本

条例の一部改正は、今後３年間で建設予定の新庁舎建設に係る業務を担当

するため、新庁舎建設室を新たに設置することとし、これまで地域政策課

が担当してきた地方創生に関する業務がある程度定着してきたことから、

その業務を企画財政課に移管することといたしましたので、地域政策課を

廃止することといたしております。 

また、同課に属する商工観光係を農林水産課に移管し、農林水産課の名
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称を産業振興課に改めようとするものであります。なお、商工観光係が担

当していた企業誘致に関する業務につきましては、企画財政課にその業務

を移管し、継続して取り組むことといたしております。 

以上で提案の理由とさせていただきますが、詳細につきましては総務課

長に説明をさせますので、ご審議のうえ、ご決定ただきますようよろしく

お願いいたします。 

議 長 総務課長。 

総 務 課 長 それでは説明をさせていただきます。昨日一部改正を、一部

を改正する条例をお配りいたしましたが、今朝ほどまた差し替えをさせて

いただきました。実は、本来改正しようとするところ以外のところに、い

いんですかね、失礼しました。理由はそう言ったことでございます。失礼

しました。 

  それでは説明をいたしますけれども、新旧対照表によって説明をいたしま

すので、新旧対照表をお開き願います。そして別紙に縦書きでございます

が、縦様式でございますが、各課室の分掌する事務改正（第２条）という

のをお配りしておりますけれども、これは新旧対照表が非常に見にくいと

いうことのご指摘をちょっと受けましたので、少しでもわかりやすいよう

にということでお配りさせていただいておりますので、参考にご覧をいた

だきたいというふうに思います。それでは説明をさせていただきます。  

  まず第１条第３号でございますが、「地域政策課」を「新庁舎建設室」に

改め、第７号の「農林水産課」を「産業振興課」に改めようとするもので

ございます。 

  次に第２条第１号では、総務課が分掌する事務でありますけれども、「ア

からク」を「アからケ」に改めておりますけれども、これは誤りがあった

ために今回改めようとするものでございます。 

次に第２号でございますが、企画財政課が分掌する事務に、これまで地

域政策課が分掌していた事務であります「地域政策に関すること」を、

「地方創生に関すること」に改めて加え、併せて「企業誘致に関するこ

と」を加え、「企画、財政及び管財」を一括りとするため「企画財政」に

改めようとするものでございます。ここのところで先ほどの事務改正の分

を参考にしていただければと思います。 
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次に第３号でございますけれども、新庁舎建設室が分掌する事務を定め

ようとするものでございます。次のページでございます。第６号でござい

ますが、住民福祉課が分掌する事務でありますけれども、「アからキ」を

「アからカ」に改めておりますけれども、これについても誤りがございま

したので、今回改めようとするものでございます。 

次に第７号でございますけれども、「農林水産課」を「産業振興課」に

改め、分掌事務に地域政策課が所管しておりました商工観光係の分掌事務

を加え、商工観光の事務を加えておりますので「農林水」を削り、「農林

水産業の振興」を、「産業の振興」というふうに改めようとするものでご

ざいます。 

それでは改正本文に戻っていただきまして、附則でございますけれど

も、この条例は平成３０年４月１日から施行することといたしておりま

す。 

以上で改正内容の説明を終わりますけれども、ご審議のうえ、ご決定い

ただきますようよろしくお願いをいたします。 

議 長 これから質疑を行います。はい、山口議員。 

１ 番 山 口 別にこの中身ではございませんが、一般質問でですね、役場

の職員の窓口の対応についてという、そういう一般質問が同僚議員からな

されたわけでございますが、今回の課室設置条例でですね、新庁舎建設室

ですか、これが新設されて、いわゆる地域政策課がなくなるわけです。そ

の業務が企画財政と、それから産業振興課に移ると、そういうことで企画

財政並びに産業振興課の窓口業務が増えるのではないかというのが危惧さ

れるわけですが、そういったように課によってはですね、業務がいわゆる

多忙になるケースが増えてくると、そういうことを考えたときに窓口対応

がですね、住民に対するサービスがですね、低下するようなことのないよ

うなですね、人員配置等は考えておられるのか、その点だけ尋ねたい。  

議 長 副町長。 

副 町 長 はい。今のご質問ですけども、それぞれの課においていろん

な事務が増えてきておりまして、煩雑化しているのも事実でございます。               

ただ、増員ということもなかなか厳しい状況でございまして、そういう中

で、少数の中でいかにして対応するかということを考えながら、今回、課の
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設置条例を提案をしているところでございます。そういったことで、住民に

そういった迷惑がかからないよう、そういった対応をするということで、を

考えております。徹底してまいりたいというふうに思っております。以上で

す。 

議 長 久保田議員。 

４ 番 久 保 田 私は住民の方に対するサービスっていうか、それも重要です

けども、この課が変わることによって、職員の方の心身に負担のかからな

いような、そういうことにも目をおかれるか、そういうことを聞きたいと

思います。 

議 長 副町長。 

副 町 長 はい。人数を減らすということではございません。その業務

に応じて事務分掌を変えていこうということでございますので、そういっ

た心身に影響が出るようなことはないというふうに思っておりますし、こ

れまでもそういうふうに配慮をして人事異動をしておりますので、そのよ

うにご理解いただきたいというふうに思います。 

議 長 はい、毛利議員。 

５ 番 毛 利 １点お尋ねします。今回地域政策がなくなることによりまし

て、元の形に戻ったのかなと思うんですが、また新たに新庁舎建設室って

いうのができることになっています。この建設室は、構成は何人程度を予

定されているのかお尋ねします。 

議 長 副町長。 

副 町 長 この条例が可決をされてから内示というふうな形を取ってい

きます。ただ、課室設置条例の変更でございますので、当然課長はその中

に設置をするということになります。あと、係については今検討中でござ

いますので、あとで内示をしてからお知らせをさせていただければという

ふうに思っております。以上です。 

議 長 町長。 

町 長 ちょっと私の方から、先ほど久保田議員の質問に対して補足

的に説明を申し上げますが、要は職員の数については変わりませんけど、

ただ、企画財政課とそれから産業振興課は事務分掌が増えますので、それ

ぞれの課長はですね、大変事務量が増えて苦労するのではないかと思いま
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すけど、それをしっかりとこなすように課長には期待をいたしておりま

す。以上でございます。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。はい、田口議員。 

２ 番 田 口 この改正文についてですが、産業振興課のところですね、の

ところの「農林水」を削りっていうようなところがわかりづらいなと。要

するに単語の中のある文字だけを削るっていうのがあんまり適当ではない

のではないか。すなわち、「「農林水産業」を「産業」に改める」という

ように、カギカッコをつけでですね、「「農林水産業」を「産業」に改

め」の方がよいのではないかというふうに思うのですけども、いかがです

か。 

議 長 総務課長。 

総 務 課 長 はい。ただいまの質問にお答えをいたしたいと思います。こ

の改正につきましては、田口議員がおっしゃられるようにしてする方法で

も、今こうして提案している方法でも結果的には同じになるんだろうとい

うふうに思いますけれども、今回させていただいたのは、やっぱり必要最

小限の改正ということを念頭に置いておりましたので、このような改正に

させていただいております。ご理解願いたいと思います。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。髙以良議員。 

１０番髙以良 業務の内容についてお尋ねします。従来の地域政策課の中に

その業務があって、地域政策に関すること、それから企業誘致、ほかにあと

３つありますが、産業振興課に移るのは３つそのまま同じ表現になっていま

す。企画財政課に移る業務のうちに「企業誘致に関すること」もそのままの

表現ですが、「地域政策に関すること」が「地方創生に関すること」という

ふうに表現が改められていますけども、これは仕事の内容としては全く同じ

ものというふうに理解をしていいのかどうかお尋ねします。  

議 長 総務課長。 

総 務 課 長 はい。ただいまの質問にお答えをさせていただきますが、地

域政策課のときには地域政策に関することというふうに、ほかの名称と同

じような業務で表しておりましたけれども、今回、企画財政課に移すこと

になりますので、そのままの名称で移管するのもどうかということで、内

容についてはですね、業務の内容については「地域政策に関すること」も
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「地方創生に関すること」も同じということでご理解をいただければと思

います。課を移管することによっての名称を変えたということでご理解い

ただきたいと思います。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 よろしいですね。はい。質疑なしと認め、これで質疑を終わ

ります。 

  これから討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。  

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

  これから、議案第１５号「川棚町課室設置条例の一部を改正する条例」の

採決を行います。お諮りします。本案はこれを可決することに異議ありま

せんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第１５号「川棚町課

室設置条例の一部を改正する条例」は原案のとおり可決されました。 

（１０：２０） 

議 長 次に日程第２、議案第１６号「平成３０年度川棚町一般会計

予算」から、日程第８、議案第２２号「平成３０年度川棚町水道事業会計

予算」までを、川棚町議会会議規則第３７条の規定により一括議題といた

します。 
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  なお、この新年度予算につきましては、本日は説明を受けるにとどめ、本

会議４日目に質疑を行うことにいたしております。また、町長からの新年度

予算説明については、平成３０年度施策等に関する町長説明書の配布を受け

ておりますので、これから議案第１６号「平成３０年度一般会計予算」か

ら、順次、追加説明を求めます。 

  なお、説明項目のうち、歳入歳出予算、事項別明細書における説明につい

ては、着席しての説明を許可いたします。まず、企画財政課長。 

企画財政課長  おはようございます。説明の前に、説明資料の訂正をお願い

したく思います。 

お配りしております川棚町一般会計予算説明資料、この４ページをお開き

願いたいと思います。この中の９款地方交付税の表、実績・当初予算年度比

較の表を掲げております。この２９年度の普通交付税実績の数値、現在は

１，９６５，０２５としておりますが、これが正しくは１，９２９，４６

７、１，９２９，４６７に改めていただきたいと思います。 

そして、その下の２８年度の普通交付税実績でございます。現在の表は

２，１１３，０１４としておりますが、正しくは１，９６５，０２５。繰り

返します。１，９６５，０２５に改めていただきたいと思います。 

もう１点ございます。５ページをご覧ください。５ページの１４款県支出

金の県支出金の主なものの表がございます。この５ページと番号を振ってい

るその真上の行でありますけれども、３０年度当初予算、２９年度当初予算

増減という行がありますが、これが正しくは次の６ページの表の先頭に位置

する行であります。これにつきましては、６ページに位置するものと見なし

てご覧いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。以上、訂

正してお詫び申し上げます。 

それでは説明に移りたいと思います。議案第１６号「平成３０年度川棚町

一般会計予算」についてご説明いたします。予算書１ページをお開き願いま

す。 

  平成３０年度川棚町一般会計予算の条文でございます。まず第１条、これ

は歳入歳出予算の規定でありまして、歳入歳出予算の総額をそれぞれ５９億

１，６００万円と定めるものであります。 

  同条第２項におきましては、歳入歳出予算の款項の区分及び区分ごとの金
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額は、「第１表 歳入歳出予算」によるとしている規定であります。 

  第２条の規定につきましては、債務負担行為に関する事項、期間及び限度

額等については、「第２表 債務負担行為」によるとしているものでありま

す。 

第３条の規定は、地方債に関し、その起債の目的、限度額、起債の方法、

利率及び償還の方法について、「第３表 地方債」によるとしているもので

あります。 

  第４条の規定は、一時借入金に関するもので、一時借入金の最高額を５億

円と定めているものであります。この最高額につきましては例年と同様でご

ざいます。 

  第５条の規定は、歳出予算の流用について定めているものであります。そ

れでは次のページをお開き願います。 

  ２ページ、先ほど申し上げました条文第１条第２項において規定しており

ます、「第１表 歳入歳出予算」であります。この表につきましては、まず

歳入について２ページから３ページにかけまして、１款町税から２０款町債

まで、款及び項ごとの金額について掲げておるものであります。読み上げは

省略とさせていただきます。４ページをご覧ください。 

  これは歳出についての表でございます。４ページから５ページにかけて、

１款議会費から１４款予備費まで目的別に款及び項ごとに金額を掲げている

ものでございます。これも読み上げは省略いたします。６ページをお願いい

たします。 

  これは条文の第２条において規定しております「第２表 債務負担行為」

であります。この事項は２つの事項について掲げております。 

  まず、１番目が川棚町中小企業振興資金を川棚町が指定する金融機関から

町内中小企業者が借り受けるにあたり、長崎県信用保証協会の債務保証につ

いて、町が損失補償をすることという事項でございます。こちらにつきまし

ては、期間及び限度額につきましては例年どおりでございます。読み上げは

省略とさせていただきます。 

  ２つ目でございます。子ども・子育て支援事業計画策定業務であります。

こちらにつきましては、現在の計画が３１年度までの計画期間でありますの

で、３２年度以降につきまして３０年度から２ヶ年かけて策定する業務でご
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ざいます。こちらにつきましては３０年度において一括して業務委託契約を

締結するということで予定をしておりますので、見込まれる３１年度の予算

につきまして債務負担行為として限度額を計上しているものでございます。

それでは７ページに移ります。 

こちらは第３条において規定しております「第３表 地方債」でありま

す。表において８つの事業について、それぞれ地方債を起債を起こすものに

ついて限度額の金額を掲げているものでございます。８つの事業で合計４億

８，４４０万円の限度額でございます。こちらは歳入２０款町債と対応する

ものであります。こちらにつきましては個々の事業名、金額、起債の方法、

利率、償還の方法で、こちらは記載のとおりということで、読み上げは省略

とさせていただきます。 

  以上で、第１表から第３表までの説明を終わります。以降はお配りした説

明資料に沿って、この予算書の事項別明細書の款項の順についてご説明いた

します。まず、次のページ、９ページをご覧ください。ここからが歳入歳出

予算、歳入歳出予算事項別明細書がここから始まります。まずこの９ページ

では総括として歳入につきまして、款ごとに前年度の比較を示しているもの

でございます。一番下ご覧いただきますと、２９年度よりも３，６００万少

ない総額の予算となっております。次のページは歳出の総括表でございまし

て、これも款ごとに前年度の比較、そして財源内訳にして、内訳についてお

示しした表でございます。 

それでは以下、歳入、町税に移りますが、以降は着席のうえ、説明という

ことでお許しを願いたいと思います。 

  まず、１款町税であります。総額で１２億１，６２８万７，０００円、前

年度比７２０万８，０００円の増であります。 

  １項町民税におきましては、５億６，６９１万円、１，７１０万円の増と

なっております。 

  まず、１目個人町民税につきましては、給与所得の所得割が増加するもの

と見込んでおります。 

  続きまして、２目法人であります。こちらは予算書は１５ページに移りま

す。予算額は５，６３０万円、前年度比１３０万円の減少であります。算出

の方法は説明のとおりでありますが、均等割において法人数が若干減をして
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いるという状況でございます。 

  ２項固定資産税に移ります。５億２，４７７万７，０００円、前年度比５

３９万２，０００円の減少であります。 

  １目固定資産税につきましては５億２，３３０万円、前年度比５４０万円

の減少であります。固定資産税につきましては書いておりますように、土地

についてはやや減少、家屋については評価替えにより減少すると見込んでお

ります。償却資産はやや増加するという見込みであります。 

  ２目国有資産等所在市町村交付金、こちらはページが１７ページに移りま

す。予算額１４７万７，０００円、８，０００円の増ということで、対象と

なる３団体について予算書の説明欄に掲げているとおりであります。  

  続きまして、３項軽自動車税であります。予算額４，５８５万円、前年度

比５０万円の減少であります。こちらは軽自動車登録台数が減少傾向してい

るということで、５０万円の減少と見込んでおるものであります。  

  続きまして、４項町たばこ税であります。予算書は１９ページに移りま

す。予算額７，０４０万円、前年度比４００万円の減ということです。表に

掲げておりますように、購入の本数が減少を示しておりますので、減少と見

込んでおります。 

  ５項入湯税であります。こちらにつきましては８３５万円、前年と同額と

見込んでおります。 

そして説明書に滞納繰越分と記載しております。滞納繰越分、各項総額で

８９１万となるものであります。 

  それでは、２款地方譲与税に移ります。ページにつきましては２０ペー

ジ、２１ページになります。こちらは予算額４，８００万円、前年度比２０

０万円の増と見込んでおります。 

  続きまして、３款利子割交付金であります。こちらは予算額１５０万円、

前年度と同額と見込んでおります。 

  続きまして、４款配当割交付金であります。こちらも予算額５００万円、

前年度と同額と見込んでおります。 

  次に、５款株式等譲渡所得割交付金であります。予算額３００万円、こち

らも前年度と同額と見込んで計上をしております。 

  次に移ります。６款地方消費税交付金であります。こちらにつきましても
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２億４，０００万円、前年度と同額と見込んで計上しております。 

  続いて、７款自動車取得税交付金に移ります。こちらは予算額６００万

円、現在の実績から見まして前年度よりも２００万の増ということで、６０

０万円計上をしております。 

  次に移ります。８款地方特例交付金であります。こちらにつきましては実

績等勘案しまして１５０万増の予算額、５００万円ということで計上をして

おります。 

  次に９款地方交付税であります。１９億１，０００万円、前年度比４，０

００万円の減ということで見込んで計上をしております。説明に書いており

ますように、普通交付税については減額ということが示されております。そ

して、交付税措置の対象となっております地方債の償還、これも完了するも

のが出ておりますので、２８年度の実績をさらに下回ると見込んで、普通交

付税については１８億６，０００万円ということで計上をしているものであ

ります。特別交付税につきましては前年度と同額であります。 

  続きまして、１０款交通安全対策特別交付金であります。こちらにつきま

しては予算額２２０万円、前年度と同額で計上をしております。  

  続きまして、１１款分担金及び負担金でございます。予算額４，１５９万

９，０００円、前年度比９３４万５，０００円の増額と見込んでおります。

これは主なものとして保育園保育料、養護老人ホームの入所徴収金について

それぞれの額を表としてお示ししております。これ以降につきましては、特

定財源についてお示ししておりますので、枠内の見方でご覧いただければと

思います。それでは次のページをお願いいたします。これはさっきの分担

金、負担金の続きでございます。４２ページに移ります。 

  １２款使用料及び手数料であります。予算額１億３，４７９万８，０００

円、前年度比１０４万８，０００円の増ということで計上をしております。

使用料及び手数料の主なものは表の中でお示しをしております。  

  次に１３款に移ります。予算書は５０ページになります。１３款国庫支出

金であります。予算額８億２，８６８万２，０００円、前年度比４，８７７

万９，０００円の減ということで計上をしております。この国庫支出金も主

なもの、金額の多いものを抜粋して表において掲げております。  

  それでは、１４款に移ります。ページが５６ページになります。１４款県
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支出金であります。予算額５億７，６７０万円、前年度比６３９万８，００

０円の減ということで計上をしております。この県支出金も主なものにつき

ましては、表において掲げております。 

  それでは、１５款財産収入に移ります。ページは７２ページに移ります。

予算額６７３万円、前年度比６７万７，０００円の減ということで計上して

おります。これにつきましては各土地貸付収入及び基金利子について、見込

まれる額を計上しております。土地売払額などにつきましては、名目予算と

して計上をしておるものでございます。 

それでは、１６款寄附金に移ります。７６ページであります。寄附金予算

額１，０００万３，０００円。前年度と同額と見込んで計上をしておりま

す。 

  １７款に移ります。７８ページであります。１７款繰入金、２億４，４０

０万６，０００円、前年度比２，５９９万９，０００円の減であります。特

別会計繰入金については１，０００円端数が違うのみで、ほぼ同等というこ

とでご覧いただければと思います。 

そして、基金繰入金につきましては歳入歳出の予算、財源不足を補うもの

として、繰入金として下水道事業基金、減債基金、財政調整基金から繰入を

するということでしております。金額は下水道基金繰入金８，０００万円、

減債基金繰入金６，０００万円、財政調整基金繰入金６，０００万円でござ

います。中山間ふるさと農村活性化基金、これは１００万円、前年度と同額

であります。 

そして、ここで新たに２項５目として役場庁舎建設基金繰入金を３０年度

から設けております。説明欄に書いておりますとおり、新庁舎建設費に充て

る基金繰入金であります。こちらを新たに設け、歳出と同額の３，９００万

円を計上しております。 

  それでは、１８款に移ります。８０ページ、次のページであります。繰越

金については予算額７，０００万円ということで、前年度と同一規模、同額

として計上をしているものでございます。 

  １９款、８２ページに移ります。諸収入であります。予算額８，２０９万

５，０００円、前年度比１０４万８，０００円の減であります。こちら書い

ておりますように、貸付金元利収入におきましては中小企業振興資金原資返
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還金を計上しております。そのほかは、見込まれるものを計上しておりまし

て、説明欄のとおりであります。 

  それでは、２０款に移ります。ページは９０ページになります。２０款町

債でございます。予算額４億８，４４０万円、前年度よりも、前年度比６，

３８０万円の増であります。説明にも示しておりますが、主なものとして説

明と予算書の説明欄をご覧いただければと思います。そして、消防債につき

ましては、今回、目新しいものとしましてはＪアラートの新型受信機導入、

これが歳出の方で出てまいりますが、その分について起債措置が適用されま

すので、今回２５０万円を設けております。予算書におきましては９１ペー

ジの一番下、緊急防災・減災事業債２５０万、これに対応いたします。この

２０款町債につきましては説明書の中で、前年度の対比を表において示して

おります。 

それでは、歳出に移ります。歳出、１款議会費であります。失礼、ページ

は９４ページになります。予算額８，９７４万２，０００円、前年度比６１

万６，０００円の減であります。内容につきましては説明欄のとおり、例年

とほぼ計上内容は変わりはございません。 

次に２款に移ります。次のページをお開きください。２款総務費でありま

す。予算額６億２，８６９万７，０００円、前年度比４，７３２万８，００

０円の増であります。 

まず、１項総務管理費の１目でありますが、ここにおいては説明欄で書い

ておりますように、２９年度は細目として新庁舎建設事業費を設けておりま

したが、それを廃止しまして、このあとに出てきますが新たに１９目として

設けて所要額を計上しております。 

２目秘書広報費につきましては、資料の説明のとおりであります。 

そして、３目財政管理費でありますが、こちらにつきましては説明書に書

いてありますように、３０年度からふるさと納税に係る事業費を分けて、細

目、ふるさと納税管理費を設けてわかりやすくしておるものであります。そ

れでは、次のページをお願いいたします。 

  ４目会計管理費、こちらは説明書のとおりでございます。 

５目につきましても説明書に記載のとおりであります。 

６目企画費につきましても説明書のとおりでございます。そして、次の
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ページをお願いいたします。１００ページであります。 

  ７目情報通信基盤整備事業費、これは光ブロードバンド基盤整備事業費。

これも説明のとおりでございます。 

  次に８目電算管理費であります。こちらは説明書に書いておりますよう

に、今回３０年度におきましては新元号に対応、３１年５月ということで予

定されておりますが、その対応、今年度末ぐらいまでに終わる必要があると

いうことで対応経費を計上しており、そして総合行政システムの機器更新に

係るリース料といったものを計上しております。 

  ９目に移ります。９目地域づくり事業費であります。こちらにつきまして

は、地方創生関係の事務に要する経費、そして地域おこし協力隊員の人件費

等、そして結婚新生活支援事業費等において計上しております。説明書に書

いておりますように、３０年度から地域おこし協力隊員の活動期間終了後の

町内における起業と定住化を支援する地域おこし協力隊起業支援制度を創設

しまして、必要な経費をこの中に計上をしておるものでございます。  

  それでは、１０目交通安全対策費、これにつきましては説明書のとおりで

あります。 

  １１目諸費に移ります。こちらにつきましても説明書の内容のとおり計上

をしております。 

  そして、１２目から１６目におきまして、各種基金費でありますけれど

も、各基金の利子収入と同額積立金として計上をしているものであります。 

  それでは、１７目に移ります。地方創生費であります。こちらも婚活支援

事業費を計上ということで、説明書のとおりであります。 

  次に１８目移住・定住促進事業費、これも説明書のとおりであります。 

  そして、１９目でありますが、１目で説明しましたように新たな目を、新

庁舎建設費という目を設けまして、新庁舎建設に要する経費を計上をしてお

ります。金額は３，９００万円でございます。 

  それでは、次に２項徴税費に移ります。徴税費、２項につきましては説明

書記載のとおり、職員人件費のほか、町税の賦課徴収等に関する経費を計上

しておるものでございます。 

それでは、３項に移ります。１０６ページをお開きください。３項戸籍住

民基本台帳費であります。こちらも説明書記載のとおりであります。 
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  次に４項選挙費であります。選挙費におきましてはページが次の１０８

ページになりますが、平成３０年度につきましては長崎県議会議員一般選

挙、これが３１年度４月上旬という予定でありまして、今年度３月に告示、

公示後の準備的な事務があるということで、その分を計上をしております。 

  そして６目、９月に川棚町長選挙が予定されておりますので、その分の経

費を計上をしております。 

  それでは、５項に移ります。５項につきましては、各種統計調査費に要す

る経費を計上をしております。今回、説明欄に掲げておりますような調査項

目において、事務を進めてまいります。 

  次に６項監査委員費に移ります。監査委員費についても説明書に記載のと

おりであります。 

  それでは、３款民生費に移ります。民生費、総額が２０億９，８１９万

６，０００円、前年度比１億４０７万９，０００円の減であります。 

  まず、１項社会福祉費でありますが、こちらにつきましては説明書１０

ページになりますが、３０年度におきましては地域支え合い事業費におきま

して、高齢者見守り活動パートナーシップ協定を結んだ協力事業所に配布す

るＰＲ用マグネットシート・シールの作成に要する経費を、今回計上をして

おります。そして、参考までに主な特別会計への繰出金等の状況を表でお示

しをしているところであります。 

２目障害者福祉費につきましては、説明書記載のとおりであります。そし

て予算書ページが１１４ページに移ります。 

３目老人福祉費につきましても、説明書記載のとおりであります。 

  ５目国民年金事務費につきましても、説明書のとおりであります。 

  それでは、２項児童福祉費に移ります。予算書は１１６ページでありま

す。１目児童福祉総務費、こちらも説明書記載のとおりであります。 

そして２目児童措置費につきましても、説明書記載のとおりであります。 

そして、予算書１１８ページの３項災害救助費は、これは名目的に計上を

しているものであります。 

  それでは、４款衛生費に移ります。予算書は１２０ページであります。衛

生費予算額、４億５，２３１万８，０００円、前年度比３３０万８，０００

円の増であります。 
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  まず、１項保健衛生費の１目保健衛生総務費であります。これは説明書１

１ページに記載をしておりますように、３０年度はフッ化物洗口事業につい

て、３０年度から対象を中学生までに拡大をいたしまして、口腔の健康づく

り事業を推進するという計画をして計上しております。 

次に２目予防費でございます。こちらにつきましては、説明書に書いてお

りますように、高齢者の肺炎球菌予防接種につきましては、３０年度からそ

の補助額を現行３，０００円から４，０００円へ増額いたしまして接種の拡

大を図るものとしております。 

  それでは、４目健康増進費、予算書は１２２ページになります。４目健康

増進費につきましては、説明書記載のとおりであります。 

次に５目環境衛生費につきましても説明書記載のとおりであります。 

  それでは、２項清掃費に移りますが、清掃費につきましても説明書記載の

とおりであります。 

それでは、３項公害対策費、予算書は１２４ページになります。３項公害

対策費につきましても説明書記載のとおりであります。 

  それでは、５款労働費に移ります。予算書は１２６ページになります。５

款労働費、予算額１１２万５，０００円、前年度比２，０００円の増額。こ

れは、内容につきましては説明書記載のとおりであります。 

  それでは、６款に移ります。次のページをお開きください。１２８ページ

であります。６款農林水産業費、予算額３億８，０７０万５，０００円、前

年度比４，８８５万１，０００円の増でございます。 

  １項農業費につきましては、１項農業費、１目につきましては説明書記載

のとおりであります。 

  ２目につきましても説明書のとおりであります。 

  そして、説明書１２ページに移りますが、３目につきましても説明書のと

おりであります。 

  予算書は１３０ページになりますが、４目畜産業費及び５目農地費につき

ましても説明書記載のとおりであります。 

  それでは、２項林業費に移ります。予算書は１３２ページになります。２

項林業費につきましても説明書記載のとおりであります。 

  ３項水産業費につきましても、説明書記載のとおりであります。 
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  それでは、７款商工費に移ります。ページは１３６ページになります。商

工費予算額１億６，１５０万７，０００円、前年度比８，４１２万４，００

０円の減でございます。こちらは説明書に記載しておりますように、企業誘

致の取り組みとして開始しました、長崎県産業振興財団への職員派遣につい

ても継続して実施をするということで計上しております。また、３０年度か

ら空き店舗の活用を促進するための補助制度を創設したほか、観光パンフ

レット等の増刷を行うと二重に書いておりますが、行うを片方削除していた

だければと思います。もう一度繰り返しますが、空き店舗の活用を促進する

ための補助制度の創設、そして観光パンフレット等の増刷、これが３０年度

の新たなものでございます。 

それでは、３目観光費に移ります。観光費につきましては説明書記載のと

おりであります。 

それでは、８款土木費に移ります。予算書のページは１４０ページであり

ます。土木費、予算額９億４，０６４万６，０００円、前年度比６，３１９

万３，０００円の増であります。まず、１項土木費の１目につきましては説

明書のとおりでございます。 

  ２項道路橋梁費、こちらにつきましては、道路維持費の主なものは列記を

して説明書に掲げております。そして、安全施設整備費につきましては説明

書記載のとおりでございます。 

そして３目道路新設改良費、予算書は１４２ページになりますが、こちら

につきましては、新設改良費の主なもの、社会資本整備総合交付金事業費の

ものにつきまして箇条書きでお示しをしているものでございます。 

それでは、４目橋梁維持費でございます。これも説明書に書いております

が、川棚町橋梁定期点検業務、そして倉本橋の補修調査設計業務、これに係

る経費をこの中で計上をしております。 

３項河川海岸費に移ります。１目河川管理費につきましては、説明書のと

おりであります。 

２目ダム対策費におきましても説明書記載のとおりであります。 

そして予算書の１４４ページになりますが、４目海岸保全費は名目計上で

あります。 

  そして５目用悪水路費は説明書１４ページに記載しておりますが、今回、
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中組地区排水路（幹線）整備工事に要する経費、２ヶ年に渡ってやっており

ますが、これを計上しております。 

  次に４項港湾費であります。１目については記載のとおり、２目につきま

しては県営事業に係る地元負担金を計上しております。これも箇条書きで内

容を説明書に記載をしておるとおりであります。 

  それでは、５項都市計画費であります。５項都市計画費は説明書記載のと

おりであります。 

そして６項住宅費に移ります。予算書は１４６ページになります。こちら

も説明書記載のとおり、町営住宅新町団地の屋根外壁長寿命化改修工事が３

０年度も計画に則って行ってまいります。 

  それでは、９款消防費に移ります。１４８ページであります。９款消防

費、予算額２億３，０４７万４，０００円、前年度比１，７０２万円７，０

００円の増であります。３０年度におきましては、８月に開催される第３４

回長崎県消防ポンプ操法大会、これに第１分団が出場いたしますので、その

ための経費、そして第７分団小串支隊の消防ポンプ車の更新に要する経費を

計上をしております。 

  それでは、１０款に移ります。ページが１５２ページになります。１０款

教育費であります。予算額３億３，５３６万１，０００円、前年度比９４３

万７，０００円の増であります。 

  １項教育総務費、１目につきましては記載のとおり、説明書のとおりであ

ります。 

２目事務局費におきましては、説明書の後段の方で書いておりますが、小

学校の英語教育について、平成３２年度から正式教科となるものであります

が、本町においては３０年度から先行して取り組むこととしまして、そのた

めにＡＬＴ配置を１名増員することとして必要な経費を計上しているもので

ございます。 

それでは、２項小学校費に移ります。小学校費については説明書に書いて

おりますように、この中で３０年度は学習指導要領の改訂に対応した教師用

道徳教科書等の購入、そして学校の遊具につきまして、専門業者による遊具

の定期点検に要する経費を計上をしております。そして学校施設の整備関係

として各学校における主な工事というものを、箇条書きで説明書にお示しを
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しているとおりであります。 

  ２目教育振興費は説明書のとおりであります。 

  それでは、３項中学校費に移ります。予算書は１５４ページになります。 

１目学校管理費につきましては、説明書記載のとおりでございまして、主

な工事はこれも箇条書きで示しております。 

そして２目教育振興費でありますが、こちらも説明書にあるとおりイング

リッシュキャンプ事業、これを継続して取り組むということで計上をしてお

ります。 

  ４項幼稚園費につきましては、説明書のとおりであります。 

  ５項社会教育費に移ります。まず、１目については説明記載のとおりであ

ります 

  ２目公民館費におきましては、地区公民館建設費、これは東小串公民館空

調改修に係る補助金を計上しているものであります。 

そして３目公会堂費、こちらにおきましては、３０年度は公会堂ステージ

の吊り物設備の改修を計画をしておりまして、それに要する経費を計上して

おります。 

  それでは、６項保健体育費に移ります。１目につきましては、説明書記載

のとおりです。２目教育キャンプ場費についても同様でございます。 

そして３目体育館管理費でありますが、この中で３０年度は老朽化したト

イレ、これを洋式トイレに改修するための経費を計上をしております。  

４目照明施設管理費、そして５目柔剣道場管理費は説明書のとおりであり

ます。 

７目学校給食共同調理場費でありますが、この中で３０年度は老朽化した

給水・給湯管取替、そしてこれも老朽化している食器用超音波洗浄機の更新

に要する経費をこの中で計上をしております。 

それでは、１１款に移ります。ページは１６４ページになります。１１款

災害復旧費、予算額２０２万１，０００円、前年度比２８９万８，０００円

の減であります。災害復旧費につきましては、説明書の記載のとおりであり

ます。 

それでは、１２款に移ります。予算書は１６６ページになります。１２款

公債費、予算額５億７，５１０万８，０００円、前年度比１，７４０万９，
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０００円の減でございます。公債費につきましては、説明書記載のとおりで

ございます。 

それでは、１３款に移ります。予算書は１６８ページであります。１３款

諸支出金、予算額１０万円、前年度比１，６０２万円の減少。３０年度は名

目計上でございます。 

それでは、１４款予備費に移ります。次のページをお願いいたします。予

備費につきましては、例年と同様の金額２，０００万円を計上しているもの

でございます。 

これ以降、給与費明細書について１７２ページから１７７ページまで記載

をしております。そして地方債現在高等に関する調書、これを１７８ページ

に記載をしております。そしてまた、債務負担行為に係る調書につきまして

は、１７９ページにおいて掲げております。なお、１８０ページにおきまし

ては地方消費税交付金（社会保障財源化分）、この充当額を一覧としておつ

けをしております。これらの表につきましては、説明は省略とさせていただ

きます。 

それでは、以上が平成３０年度一般会計予算の概要でございます。ご審議

のうえ、ご決定くださいますようよろしくお願いいたします。 

議 長 はい、副町長。 

副 町 長 今、お配りした３０年度川棚町一般会計予算の説明資料なん

ですけども、ここの一番後ろ、２０ページを見てもらえばと思いますが、こ

の中で事業名があって、主管課っていうのがあります。地域政策課とかいう

表示になっておりますけども、今日は課室設置条例の可決をいただきました

ので、それぞれ企画財政課、産業振興課に分かれますので、そのように見て

いただければというふうに思います。よろしくお願いします。以上です。 

議 長 ここでしばらく休憩いたします。 

（１１：０８） 

（…休  憩…） 

（１１：２０） 

議 長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

議 長 次に国民健康保険事業特別会計についての追加説明を求めま

す。健康推進課長。 
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健康推進課長  説明の前に、本日お配りした説明資料の訂正をお願いいたし

ます。説明書の１ページ、下の方になります３款国庫支出金の前年度比２億

５，４７７万５，０００円となっております。２５４，７７５となっており

ますが、５２４，７７５の間違いです。訂正をお願いいたします。５２４，

７７５となります。それから、その下になりますけれども、皆増となってお

りますけれども、ここを前年度比１億５，９８９万９，０００円の減少、前

年度比１５９，８９９，０００の減少ということで改めていただきたいと思

います。それから、資料の３ページになります。中ほどの第７款繰越金の１

目の説明のところですけれども、「１目その他繰越金は、名目計上していま

す。なお、前年度１目療養給付費交付金繰」と記載されておりますが、この

「なお」から「交付金繰」までを削除していただきたいと思います。訂正し

てお詫び申し上げます。 

それでは、議案第１７号「平成３０年度川棚町国民健康保険事業特別会計

予算」について説明いたします。予算書は１８１ページからになります。 

  平成３０年度の予算につきましては、厚生労働省から示されました予算編

成方針等に基づいて算出、予算計上をしております。第１条の規定は、歳入

歳出の総額は歳入歳出それぞれ１９億１，８８８万４，０００円と定めるも

のであります。 

  同条第２項におきましては、歳入歳出予算の款項の区別及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」によるものとしております。 

第２条の規定は一時借入金について、最高額を５，０００万円と定めるも

のです。これは例年同額としております。 

第３条の規定は、歳出予算の流用について定めているものでございます。  

事項別明細書により説明をする前に、本日お配りした資料の８ページをお

開きください。これは平成３０年度からの広域化に伴いまして、歳入歳出に

おける区分が大きく変わっております。その変更箇所を一覧表にまとめたも

のであります。左側に２９年度、右側に３０年度を記載をしております。ま

ず歳入のところですけれども、歳入の旧５款から旧７款、療養給付費交付金

から７款の共同事業交付金まで、これが広域化に伴い廃款となっておりま

す。したがいまして、旧８款の財産収入から１１款諸収入までを３０年度に

おいては５款から８款と繰上げをしております。 
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それから歳出につきましては、新しく３款、３０年度の３款で新しく国民

健康保険事業費納付金、それから４款財政安定化基金拠出金というのを新し

く設けております。それから旧３款の後期高齢者支援金等から７款の介護納

付金までが広域化に伴い廃款となっております。旧８款の保険事業費から旧

１２款の予備費までを、３０年度において５款から９款までで繰上げて表記

をしております。 

それでは、事項別明細書において説明をいたします。１８５ページになり

ます。すみません、これより着座して説明させていただきます。  

歳入ですが、対前年度と比較して歳入合計で３億７，８００万円ほど減少

しております。要因としましては、県広域化に伴う交付金の廃止が主なもの

であります。保険税と県支出金で全体の９４．２％を占めております。次の

ページをお願いいたします。 

歳出になります。２款の保険給付費の予算額が１４億４，６００万ほど

で、全体の７５．３％を占めております。 

３款国民健康保険事業納付金は県の広域化に伴う納付金で、３０年度にお

いては約３億４，８００万円が示されております。全体の１８．１％となっ

ております。 

予算書の２４８ページには給与費明細書を記載しておりますが、説明につ

いては省略をさせていただきます。 

それでは、歳入から説明いたします。１８８ページをお開きください。な

お、本日お配りした説明書に沿って説明をさせていただきます。予算書１８

８から１９３ページになります。 

１款国民健康保険税、３億４，５７６万４，０００円、前年度比１，０３

２万８，０００円の減少。 

１項１目一般被保険者国民健康保険税、３億４，１６３万１，０００円、

前年度比７８万２，０００円の増加。一般被保険者の現年度分、過年度分、

滞納繰越分に係る保険税を計上しております。 

  ２目退職被保険者等国民健康保険税４１３万３，０００円、前年度比１，

１１１万円の減少となっております。退職被保険者の現年度分、過年度分、

滞納繰越分に係る保険税を計上しております。 

予算書の１９４ページ、１９５ページになります。２款使用料及び手数料
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１８万１，０００円、前年度同額としております。 

１項１目の総務手数料、２目督促手数料は実績額から見込み計上をしてお

ります。 

予算書の１９６ページ、１９７ページになります。ここでは広域化に伴う

変更がございます。３款の国庫支出金１，０００円、前年度比５億２，４７

７万５，０００円の減少となっております。 

  １項国庫補助金１，０００円、前年度比で１億５，９８９万９，０００円

の減少となっております。 

１目の災害臨時特例補助金は、東日本大震災に伴う原発事故に関して、避

難指示区域等の被保険者に対する保険料及び一部負担金の免除措置に対する

財政支援であり、名目計上をしております。現在、本町においては対象者は

ございません。 

説明資料の２ページ目になります。一部県国保特会において処理をされる

ため、１項国庫補助金、「財政調整交付金」、「国民健康保険制度関係業務

準備事業費補助金」は廃目となり、国庫負担金は廃項となります。 

予算書の１９８、１９９ページであります。ここでも広域化に伴う変更が

ございます。４款県支出金１４億６，２６３万６，０００円、前年度比１３

億３，６１４万６，０００円の増加。 

１項県補助金、１目保険給付費等交付金、１節普通交付金は歳出２款の保

険給付費において出産費、葬祭費を除く被保険者医療費給付等支出見込額と

同額を計上しております。 

２節特別交付金は、国民健康保険者努力支援交付金、国の特別調整交付

金、これは県の方に繰入をされる分です。それから県の特別調整交付金、特

定健康診査等負担金を県の試算等に基づき計上をしております。 

  ２項財政安定化基金交付金、１目財政安定化基金交付金は災害等のやむを

得ない事情により、収入不足が生じて県から指定された国民健康保険事業納

付金が支出できないときに交付を受ける基金であり、名目計上をしておりま

す。 

それから広域化に伴う変更としまして、一部県の国保特会において処理を

されるため、１項県補助金、財政調整交付金、国保都道府県化準備等補助金

は廃目となり、県負担金は廃項となります。 



- 27 - 

予算書の２００ページ、２０１ページになります。５款財産収入１，００

０円、前年度同額。 

１項１目利子及び配当金は利子、基金利子について積み立てるものです

が、名目計上としております。 

２０２ページ、２０３ページになります。予算書２０２ページ、２０３

ページになります。６款繰入金１億９３８万１，０００円、前年度比９，１

７８万５，０００円の減少。 

１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金は一般会計歳出３款民生費、１

項１目社会福祉総務費の国民健康保険基盤安定費及び国民健康保険事業に対

応をしております。内容としましては、国民健康保険基盤安定費に対応する

ものが７，９００万円、それから国民健康保険事業費に対応するものが３，

０３８万１，０００円となっております。減少の主な要因としましては、そ

の他繰入金として計上をしておりました一般会計からの財政支援分を計上し

ていないためであります。 

  予算書の２０４、２０５ページになります。ここでも広域化に伴う変更が

ございます。繰越金１，０００円、前年度比１，０００円の減少。  

１項２目その他繰越金は名目計上をしております。国保の特会において処

理をされるため、１項繰越金、「療養給付費交付金繰越金」は廃目をしてお

ります。 

  予算書の２０６から２０９ページになります。８款諸収入９１万９，００

０円、前年度比１６万３，０００円の増加となっております。  

１項１目一般被保険者延滞金は近年からの実績から増額し、２目から５目

過料については前年度同額を計上しております。 

  ２項預金利子については記載のとおりでございます。 

  ３項雑入３６万５，０００円、前年度比３万７，０００円の減少。  

１目滞納処分費から５目退職被保険者等返納金は前年度同額を計上し、６

目雑入は近年の実績から減額をし、７目療養給付費等負担金から９目特定健

康診査等負担金は２９年度の清算における追加交付分を名目計上しておりま

す。 

予算書の２１０から２１５ページにおきましては、これは広域化に伴う変

更で、初めにご説明いたしました旧５款療養給付費交付金、旧６款前期高齢
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者交付金、旧７款共同事業交付金は広域化に伴い廃款としております。  

続きまして歳出です。予算書の２１６から２１９ページまで、１款総務費

９３６万５，０００円、前年度比７１３万３，０００円の減少。  

１項総務費、１目一般管理費は納税通知書や被保険者証等の印刷や、シス

テム改修委託料等を計上しております。減少の主な要因としましては制度改

正や、国保広域化に伴うシステム改修の委託料が大幅に減少したものであり

ます。２目連合会負担金は記載のとおりでございます。 

２項徴税費７９万７，０００円、前年度比２５万７，０００円の増加とし

ております。１目、２目をそれぞれ記載のとおりとしております。  

それから３項運営協議会費２２万６，０００円、前年度同額。運営協議会

の、国民健康保険運営協議会に係る経費を計上しております。  

４項医療費適正化特別対策事業費につきましては、１目医療費適正化特別

対策事業費、そして医療費の通知またはジェネリック医療品使用勧奨通知と

これらの通信運搬費などの医療費の適正化を推進するための経費を計上して

おります。 

予算書の２２０から２２３ページになります。２款の保険給付費１４億

４，５７１万６，０００円、前年度比４，５５５万８，０００円の減少と

なっております。この医療費につきましては、過去の実績や保険者数の動向

を踏まえ算定をしております。 

１項療養諸費１２億３，３８８万３，０００円、前年度比３，８８６万

７，０００円の減少としております。細目については説明を省略させてもら

います。記載のとおりでございます。 

２項高額療養費２億５７５万円、前年度比５８５万円の減少となっており

ます。目については説明を省略させていただきます。 

３項移送費２０万、前年と同額としております。 

４項出産育児諸費５４６万３，０００円、前年度比８４万１，０００円の

減少。１目の出産育児一時金は１３件分を見込計上しております。２目支払

手数料は出産一時金に係る手数料を計上しております。 

５項葬祭費６０万円、前年度同額。葬祭費は３０件分を計上しておりま

す。 

予算書の２２４ページから２２５ページになります。広域化に伴う変更が
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ございます。３款国民健康保険事業費納付金３億４，７９５万１，０００

円、皆増。県への納付金について、県から示された納付額を計上しておりま

す。１項が医療給付費分、それから２項が後期高齢者支援分、３項が介護納

付金分となります。 

予算書の２２６ページ、２２７ページにおいても、広域化に伴う変更がご

ざいます。４款財政安定化基金拠出金１，０００円、皆増。 

１項１目財政安定化基金拠出金は県の財政安定化基金に対する拠出金を名

目計上しております。 

予算書の２２８ページ、２２９ページになります。５款保健事業費２，５

２９万４，０００円、前年度比２０３万９，０００円の増加となっておりま

す。 

１項１目疾病予防費は脳ドックや各種がん検診の疾病予防や糖尿病性腎症

重症化予防事業に係る栄養士、管理栄養士等の人件費を計上しております。 

２目あんま、はり、きゅう施術費は、あんま、はり、きゅうの施術に対す

る補助金を計上しております。 

  ２項特定健康診査等事業費、１目特定健康診査等事業費は、特定健康診査

に係る保健指導に伴う在宅保健師の人件費、通信運搬費、それから特定健康

診査、特定健診の委託料、特定健診情報提供委託料のほか、新規事業としま

して特定健診受診率向上の事業を経費として計上しております。  

予算書の２３０ページ、２３１ページになります。６款の基金積立金１，

０００円、前年度同額としております。 

予算書の２３２ページ、２３３ページ。公債費１，０００円、前年度同額

としております。 

予算書２３４ページ、２３５ページ。広域化に伴う変更がございます。８

款諸支出金１１０万８，０００円、前年度比２０万３，０００円の増加。  

１項償還金及び還付加算金、１目、２目は昨年度もありました。それから

昨年度同様保険税の還付が生じた場合の還付金を計上しております。それか

ら３目から６目までが新規に新設をしております。各種交付金等で前年度精

算返還分を名目計上しております。その他の償還金として７目償還金を名目

計上しております。 

２項延滞金、３項繰出金につきましては昨年、前年度同様としておりま
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す。 

それから予算書の２３６、２３７ページにおきましては、９款予備費８，

９４４万７，０００円、前年度比８，６９７万１，０００円の増加としてお

ります。 

予備費は歳入と歳出の見合いにより計上をしておりますが、多額となった

要因は、県への納付金が低く抑えられたことによるもので、税率につきまし

ても２９年度の税率で歳入の国民健康保険税の算定をしております。そう

いった関係で予備費が多くなっておりまして、税率改定が可決された場合の

ここが補填財源となるものと考えております。 

それから、２３８ページから２４７ページは初めにご説明をしました広域

化に伴う変更で、旧３款後期高齢者支援金等、旧４款前期高齢者納付金等、

旧５款老人保健拠出金、旧６款共同事業拠出金は広域化に伴い廃款としてお

ります。昨年度との比較ができるよう、ここには記載をしております。 

それから９ページは資料、すみません、資料の９ページは国保特会の３０

年度の総括表、それから１０ページには一般会計における国保関係の歳入、

歳出を表した資料となっております。後ほどご参照ください。 

以上で説明を終わりますが、以上で「平成３０年度川棚町国民健康保険事

業特別会計予算」について説明を終わります。ご審議のうえ、ご決定いただ

きますようよろしくお願いいたします。 

議 長 次に、後期高齢者医療特別会計についての追加説明を求めま

す。健康推進課長。 

健康推進課長  それでは、議案第１８号「平成３０年度川棚町後期高齢者医

療特別会計予算」についてご説明いたします。予算書は２４９ページからと

なります。 

  第１条の規定は、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億８，２６

０万３，０００円と定めるものです。 

  同条第２項におきましては、歳入歳出予算の款項の区別及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」によるものとしております。なお、平

成３０年度後期高齢者医療特別会計につきましては、長崎県後期高齢者医療

広域連合の試算、資料をもとに予算の編成をしております。 

それでは、事項別明細書で説明しますので、２５３ページをお開きくださ
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い。すみません、起立して説明しませんでした。申し訳ありません。ここか

ら座って説明させていただきます。引き続き座って説明させていただきま

す。 

  歳入予算ですけれども、１款の後期高齢者医療保険料が予算額に対して６

８．５％を占めております。また、繰入金は予算総額の３１．２％を占めて

おり、この２つの款で予算全体をほぼ占めることとなります。対前年度と比

較して歳入合計で約１，８００万円増加をしております。次のページをお開

きください。 

  歳出になりますが、２款の後期高齢者医療広域連合納付金は、納付をいた

だいた保険料に一般会計から繰入れた町負担分並びに保険基盤安定負担金を

合わせた１億８，２３５万円、約１億８，２３５万円で、歳出合計の９９．

８％を占めております。 

それでは、歳入から説明いたします。２５６ページ、２５７ページをお開

きください。本日お配りした資料に沿って説明をいたします。 

  １款後期高齢者医療保険料１億２，５０４万１，０００円、前年度比１，

４２２万２，０００円の増加。１項１目特別徴収保険料並びに２目普通徴収

保険料は、広域連合試算による保険料を計上しております。 

予算書の２５８ページ、２５９ページになります。２款使用料及び手数料

１万１，０００円、前年度同額。証明手数料並びに、１目の証明手数料並び

に２目の督促手数料は、前年度同額を計上しております。 

予算の２６０ページ、２６１ページになります。３款国庫支出金、３５万

７，０００円、前年度比皆増。 

１項１目後期高齢者医療制度円滑運営事業費補助金は、制度改正に伴うシ

ステム改修費の国庫補助額を計上をしております。補助率は１０分の１０

となっております。 

予算書の２６２ページ、２６３ページになります。４款繰入金５，６９１

万１，０００円、前年度比３３８万３，０００円の増加となっておりま

す。 

１項１目事務費繰入金、２目保険基盤安定繰入金は、連合会試算により計

上しております。 

予算書の２６４ページ、２６５ページになります。５款繰越金１，０００
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円、前年度同額。 

１項１目繰越金は前年度同額を計上しております。 

予算書の２６６ページ、２６７ページになります。諸収入２８万２，００

０千円、前年度比５万４，０００円の増加。 

１項１目延滞金は、前年度同額を名目計上しております。 

  ２項償還金及び還付加算金は、１目保険料還付金は、過年度分保険料還付

金を計上しております。２目還付加算金は、前年度同額を名目計上しており

ます。 

  ３項雑入、１目滞納処分費は前年度同額を名目計上しております。２目雑

入は後期高齢者医療制度保険料収納対策補助金を計上しております。 

続きまして、歳出について説明いたします。予算書の２６８、２６９ペー

ジになります。 

  １款総務費５１７万４，０００円、前年度比１０７万３，０００円の増加

となっております。 

１項１目一般管理費は後期高齢者医療に係る事務費、健診費用等を計上し

ております。集団検診費用単価の増、それからシステム改修費が増加の主な

要因となっております。 

  ２項徴収費、１目徴収費は、後期高齢者保険料徴収にかかる口座振替手数

料、年金からの特別徴収に係る徴収経由基幹業務システム分担金を計上して

おります。 

予算書の２７０、２７１ページになります。２款後期高齢者医療広域連合

納付金１億７，７１７万３，０００円、前年度比１，６９１万７，０００円

の増加となっております。 

１項１目後期高齢者広域連合納付金は、広域連合試算により計上をしてお

ります。後期高齢者医療保険料が１億２，５０４万１，０００円、事務費負

担金が９３５万２，０００円、保険基盤安定負担金が４，２７８万円となっ

ております。 

予算書の２７２ページ、２７３ページになります。３款諸支出金２５万

２，０００円、２万７，０００円の増加となっております。 

１項１目保険料還付金は、広域連合試算による賦課見込額に０．２％を乗

じた額を計上しております。 
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  ２項繰出金、１目他会計繰出金は、前年度一般会計繰入金の精算に伴う科

目で名目計上をしております。 

予算書の２７４、２７５ページになります。４款予備費４，０００円、

１，０００円の減少。 

１項１目予備費は歳入歳出の見合いにより計上をしております。  

  資料の一番最後のページになります。４ページになりますけれども、一般

会計と後期高齢者医療特別会計間の予算の流れを表した図となります。後ほ

どご参照ください。 

  以上で「平成３０年度後期高齢者医療特別会計予算」について説明を終わ

ります。ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろしくお願いいたしま

す。 

議 長 ここでしばらく休憩いたします。 

（１１：５５） 

（…休  憩…） 

（１３：００） 

議 長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

議 長 次に介護保険事業特別会計についての追加説明を求めます。

健康推進課長。 

健康推進課長  それでは、介護保険の説明をする前に、資料の訂正をお願い

いたします。国民健康保険事業特別会計予算の説明書についてです。３ペー

ジになります。３ページの７款繰越金のところですけれども、１項１目とし

ておりますけれども、これは予算書では２目となっております。目の廃止に

より、本来は１目にしなければならないところを２目となっておりますの

で、資料の方を２目と、１目を２目に変更していただきたいと思います。  

それから、資料の４ページになります。中ほどの４項の医療費適正化特別

対策事業費についてですけれども、ここは予算書では５項となっておりま

す。説明においては４項と説明をしております。この４項を５項に訂正をお

願いしたいと思います。ここにつきましては、以前４項を１項の方に統合し

たときの、統合した折に項をですね、詰めておりませんので、５項とそのま

まになっております。説明につきましても４項と説明をしておりますので、

訂正してお詫び申し上げます。 
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それでは、「平成３０年度川棚町介護保険事業特別会計予算」について説

明をいたします。予算書は２７７ページからとなります。 

  第１条の規定は、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１３億２，６６

５万７，０００円と定めるものです。 

  同条第２項におきましては、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」によるものとしております。 

続きまして、事項別明細書で説明いたしますので２８１ページをお開きく

ださい。 

歳入ですが、対前年度と比較して歳入合計２，９３９万５，０００円増加

をしております。構成としましては、保険料や保険給付費、地域支援事業費

に係る国・県・支払基金、町の負担金が主なものとなっております。 

次のページの歳出でございますが、２款保険給付費が１２億２，５００万

円、４款地域支援事業費が７，７９９万１，０００円となっており、この２

つで歳出の９８．２％を占める割合となっております。 

それでは、すみません、予算書の３２８ページには給与費明細書を、そし

て３２９ページには債務負担行為に関する調書を記載しておりますが、説明

については省略させていただきます。ここからは着座にて説明させていただ

きます。 

それでは、歳入からご説明いたします。２８６ページをお開きください。

２８４ページです。すみません。本日お配りした資料に沿って説明をさせて

いただきたいと思います。２８４、２８５ページになります。 

  １款保険料２億７，５４０万１，０００円、前年度比９，３００万円の増

加となっております。すみません、９３０万円の増加となっております。２

９年度の保険料率で算出をしております。 

  １項１目第１号被保険者保険料は、高齢者人口の伸び等を勘案し、保険料

収入を計上しております。 

予算書の２８６ページ、２８７ページになります。２款使用料及び手数料

３万円、前年度同額。１項１目督促手数料として、前年度同額を計上してお

ります。 

予算書の２８８、２９１ページまでになります。３款国庫支出金３億１，

８８７万円、前年度比９２９万４，０００円の増加となっております。 
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１項国庫負担金、１目介護給付費負担金は、給付費に対してそれぞれ定め

られた割合で計上をしております。 

  ２項国庫補助金、１目調整交付金は、標準給付費の６％で計上しておりま

す。 

２目地域支援事業交付金は、地域支援事業の各種事業に対する交付金であ

り、それぞれ定められた割合で計上をしております。 

３目介護保険事業費補助金は、制度改正に伴うシステム改修費補助金を計

上しております。 

予算書の２９２、２９３ページになります。４款支払基金交付金３億４，

２０１万２，０００円、前年度比３８３万２，０００円の減少となっており

ます。 

１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金は、第２号被保険者保険料に

係る交付率２７％を計上しております。 

２目地域支援事業支援交付金は、介護予防事業・日常生活支援総合事業費

に係る交付率２７％で計上をしております。 

予算書の２９４、２９５ページになります。５款県支出金１億８，６５９

万円、前年度比３６６万円の増加となっております。１項県負担金、１目介

護給付費負担金は保険給付費に対するもので、それぞれ定められた割合で計

上をしております。 

２項県補助金、１目地域支援事業交付金は、地域支援事業、各種事業に対

する交付金で、それぞれ定められた割合で計上をしております。 

  ２目介護保険低所得者対策事業費補助金は、対象事業費の４分の３を計上

しております。 

予算書の２９６、２９７ページになります。６款財産収入２万２，０００

円、前年度比１万８，０００円の減少。１項１目利子及び配当金を計上して

おります。 

予算書の２９８、２９９ページになります。７款寄附金１，０００円、前

年度同額。１項１目寄附金は、前年度同額を名目計上しております。  

予算書の３００から３０３ページまでになります。８款繰入金１億９，８

５７万９，０００円、前年度比１，１３５万１，０００円の増加となってお

ります。 
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１項１目介護給付費繰入金は標準給付費の１２．５％を計上しておりま

す。 

  ２目地域支援事業繰入金は地域支援事業に対する繰入金で、それぞれ定め

られた割合で計上をしております。 

  ３目低所得者保険料軽減繰入金は、介護保険料の低所得者軽減制度に対す

る公費負担分を計上しております。 

  ４目その他一般会計繰入金は、介護保険事務費等に要する経費をそれぞれ

計上しております。 

  ２項基金繰入金、１目介護給付費基金繰入金は、本年度予算における保険

料収入額の積算を改定案前の基準額で算出していることによる財源不足を補

うため計上をしております。 

予算書の３０４、３０５ぺージになります。９款繰越金３，０００円、前

年度同額を計上しております。 

予算書の３０６ページ、３０７ページになります。１０款諸収入５１４万

９，０００円、前年度比３６万円の減少となっております。 

  １項１目は延滞金、加算金及び過料、２目雑入は第三者納付金、返納金、

雑入をそれぞれ名目計上しております。 

  ２項介護サービス収入、１目介護予防サービス費収入は、要支援者に係る

サービス計画費収入を計上しております。 

歳出に移ります。予算書の３０８、３０９ページになります。 

  １款総務費２，２１１万円、前年度比８万９，０００円の減少となってお

ります。 

  １項１目総務管理費は介護保険業務に係る事務費であり、一般管理費と電

算システム費を計上しております。 

  ２目徴収費は、第１号被保険者の保険料の賦課徴収に係る経費を計上して

おります。 

  ３目認定事業費は介護認定審査会、認定調査員に要する経費を計上してお

ります。 

予算書の３１０ページから３１５ページになります。２款保険給付費１２

億２，５００万円、前年度比３，９００万円の増加となっております。 

  １項保険給付費。介護保険給付費の総額は国、県等の負担金、交付金算出
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の標準給付費にあたるものです。歳出予算の９２．３％を占めております。

近年の給付費の伸び率及び介護報酬改定等を勘案し、計上をしております。 

  資料の４ページになりますけれども、ここでは１目から６目、１目介護

サービス等諸費から６目特定入所者介護サービス等費までございますが、こ

こにおける説明は省略させていただきます。 

  予算書の３１６ページ、３１７ページになります。３款財政安定化基金拠

出金１，０００円、前年度同額を計上しております。 

  予算書の３１８ページから３２１ページになります。４款地域支援事業等

費７，７９９万１，０００円、前年度比９２８万８，０００円の減少となっ

ております。１項１目介護予防・日常生活支援総合事業費に係る経費を計上

をしております。減少の主な要因としましては、通所型サービスＡ、これは

みなしの介護サービスになりますけれども、介護予防サービスになりますけ

れども、その他のサービスに移行したことや、事業の組み替えを行ったこと

などによるものであります。 

  ２目包括的支援事業・任意事業費は、地域包括支援センターの運営に係る

事業費並びに任意事業として、高齢者及び高齢者家族に対する各種支援事業

に係る経費を計上しております。今年度は社会保障充実分として新たに４つ

の新規事業に取り組むよう準備を進めているところでございます。  

  ２項の保健福祉事業費、１目保健福祉事業費は、社会福祉協議会に委託し

ております配食サービス事業に係る委託料が主なものとなっております。 

  ３項指定介護予防支援事業費、１目指定介護予防支援事業費は、指定介護

予防支援事業所として活動経費を計上をしており、主な財源は歳入１０款の

諸収入、２項１目介護予防サービス費収入であります。介護予防支援専門員

の嘱託職員人件費、介護予防ケアプランの事業所への委託料、社会福祉協議

会派遣職員への人件費相当分を計上しております。 

予算書の３２２、３２３ページになります。５款積立金２万３，０００

円、前年度比１万８，０００円の減少。 

１項１目介護給付費基金積立金は、基金から生じた利子を全額積み立てる

こととして計上をしております。 

予算書の３２４、３２５ページになります。６款諸支出金６万６，０００

円、前年度同額としております。 
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  １項１目第１号被保険者保険料還付金、２目償還金、３目第１号被保険者

還付加算金のいずれの目も前年度と同額を計上しております。  

  ２項操出金、１目一般会計繰出金は、前年度と同額を名目計上しておりま

す。 

予算書の３２６、３２７ページになります。８款予備費１４６万６，００

０円、前年度比２１万円の減少となっております。 

  １項１目予備費は、歳入と歳出の見合いにより計上をしております。 

  次に最後の、資料の最後のページに、Ａ３の介護保険事業特別会計予算総

括表をつけております。この総括表は上段の方に歳入を、下段の方には歳出

を記載しております。それぞれの歳出がどのような歳入によって賄われてい

るかというのを示しております。また右側、上段の右側の方にありますけれ

ども、国、県、町、町等の負担割合を示している表となっておりますので、

後ほどご参照ください。 

  以上で「平成３０年度川棚町介護保険事業特別会計予算」について説明を

終わります。ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろしくお願いいたし

ます。 

議 長 次に、観光施設事業特別会計についての追加説明を求めま

す。地域政策課長。 

地域政策課長  議案第２０号「平成３０年度川棚町観光施設事業特別会計予

算」についてご説明いたします。予算書の３３１ページをお開きください。 

  条文についてでございますが、第１条第１項で、歳入歳出予算の総額は、

歳入歳出それぞれ８，４００万円と定め、第２項で歳入歳出予算の款項の区

分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」によるとしており

ます。それでは事項別明細書よりご説明いたしますので、３３５ページをお

開きください。 

  歳入歳出予算事項別明細書でありますが、歳入では対前年度と比較して、

歳入合計で６，８００万円減少しており、歳入予算全体の８２．１％を１款

繰入金が占めております。次のページをお開きください。 

  歳出では、歳出予算全体の７７．７％を１款観光施設事業費が、２１．

２％を２款公債費が占めております。この２つで歳出予算の９８．９％を占

めていることになります。 
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それでは歳入から説明しますので、次のページをお開きください。なお、

本日お配りしました資料に沿ってご説明いたします。これからは着座して説

明させていただきます。 

１款繰入金６，９００万円、前年度比６，１００万円の減少。 

１項１目一般会計繰入金は、一般会計からの繰入金を歳入歳出の見合いに

より計上しております。次のページをお開きください。 

  ２款諸収入１，５００万円、前年度比７００万円の減少。  

１項貸付金収入につきましては廃目で、前年度比１，０００万円の減少。

この廃目につきましては、国民宿舎及び大崎温泉の指定管理者である川棚町

観光協会の運営資金の健全化を図るため、歳出において貸付金を計上し、歳

入においてその戻入金を１項貸付金収入に計上しておりましたが、観光協会

との事前協議におきまして、平成２９年度に引き続き貸付金が不要とのこと

でありましたので、歳入の第１項貸付金収入を廃目にしたものであります。 

  続きまして２項雑入、１目雑入につきましては、観光事業収入としてこれ

までの実績を踏まえて３００万円を増額し、１，５００万円を見込み計上し

ております。 

  続きまして歳出を説明いたします。次のページをお開きください。 

  １款観光施設事業費６，５２３万円、前年度比１，２８４万８，０００円

の減少であります。 

  １項１目管理費につきましては、大崎公園、国民宿舎、大崎温泉の管理運

営に係る一般的な経費として、３，５７８万４，０００円を計上しておりま

す。主なものとしましては、大崎公園については委託料において大崎自然公

園指定管理料、備品購入費においてバッテリーカーの購入を。大崎公園につ

きましては、備品購入費において脱衣室のコインロッカーの購入に要する経

費を計上しているところであります。 

  ２目改良費につきましては、大崎公園、国民宿舎、大崎温泉の改修整備に

要する経費として２，９４４万６，０００円を計上しております。工事請負

費につきましては、次のページの表の方に掲載しておりますので、後ほどお

目通しお願いいたします。資料の方の次のページです。失礼しました。 

  続きまして、次のページ３４４ページ、３４５ページになります。２款公

債費１，７８０万１，０００円、前年度比５，５２５万２，０００円の減少
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でございます。 

１項１目元金につきましては、大崎温泉における元金の償還分として１，

７３９万円を計上しております。 

  ２目利子につきましては、大崎温泉における借入に対する利子分として４

１万円を計上しております。 

  ３目公債諸費は、役務費を名目計上しております。公債費の減少の要因と

いたしましては、平成９年度に借り入れました国民宿舎くじゃく荘建設に係

る起債が平成２９年度で完済したことによるものでございます。次のページ

をお開きください。 

  ３款予備費でございます。９６万９，０００円、前年度比１０万の増加と

なっております。 

  １項１目予備費につきましては、９６万９，０００円を見込み計上してお

ります。次のページ、３４８ページになります。このページにつきまして

は、起債の現在高の見込みに関する調書となっております。説明の方は省略

いたします。 

  以上で「平成３０年度川棚町観光施設事業特別会計予算」について説明を

終わります。ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろしくお願いいたし

ます。 

議 長 次に、下水道事業会計についての追加説明を求めます。水道

課長。 

水 道 課 長 それでは、議案第２１号「平成３０年度川棚町下水道事業会

計予算」についてご説明をいたします。予算書につきましては別冊の薄いも

のでございます。 

下水道事業会計につきましては、平成３０年度から地方公営企業の財務の

みを適用し、企業会計へ移行することとなりました。よって平成３０年度の

当初予算から地方公営企業会計形式の予算書となっております。水道事業会

計の予算書とほぼ同様な作りとなっております。それでは予算書の１ページ

をお開きください。１ページ、１枚目です。 

  第１条でございます。第１条には下水道事業会計の予算は、次に定めると

ころによるとしております。 

第２条は、業務の予定量を規定をしております。排水戸数、年間総排水
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量、１日平均排水量、主な建設改良事業などを定めております。  

第３条は、収益的収入及び支出の予定額の規定でありまして、収入総額を

５億２，１５５万６，０００円、支出の総額を５億２，４６６万２，０００

円と予定しておるところでございます。企業会計の場合には収支が一致しな

くてもよいということでされておりますので、平成３０年度予算では支出の

方が３１０万６，０００円大きくなっておるところでございます。次のペー

ジをお願いをいたします。 

第４条は、資本的収入及び支出の予定額を規定をしております。収入総額

を２億７，４０８万３，０００円、支出総額を４億３，４６３万４，０００

円と定め、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額、１億６，０５

５万１，０００円は当年度分損益勘定留保資金、１億５，３７８万６，００

０円及び当年度消費税資本的収支調整額６７６万５，０００円で補填する予

定としておるところでございます。 

４条の２につきましては、特例的収入及び特例的支出を規定しておりまし

て、地方公営企業法施行令第４条第４項の規定により、当該年度に属する債

権及び債務として整理する未収金、未払金の金額は、それぞれ１，７６４万

４，０００円及び３，９６４万９，０００円としております。企業会計のス

タート時となる平成３０年４月１日の時点で未収金、未払金を記載をしてお

るところでございます。移行前年度となる２９年度が打ち切り決算となり、

出納整理期間が存在をしません。よって４月以降に見込まれる収入や支出に

ついて、移行初年度の特例としてこの４条の２で予算措置するものでござい

ます。 

第５条です。企業債に関する規定でありまして、起債の借入限度額を３，

８００万円と定めております。次のページです。 

第６条、一時借入金に関する規定でございまして、借入の最高額は２億円

と規定をしております。 

第７条、各項間の流用に関する規定でございまして、営業費用と営業外費

用の間で流用ができるということとしております。 

第８条は、議会の議決を経なければ流用することができないことの規定で

ございまして、職員給与費は３，３４５万５，０００円と定めております。 

第９条は、他会計からの補助金に関する規定でありまして、一般会計から
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補助を受ける金額は３，０８７万４，０００円ということと定めておりま

す。 

続きまして、予算に関する説明書の方で説明をしていきます。失礼しまし

た。予算書につきましては実施計画書、ページで言えば３ページからとなり

ます。３ページに予算の実施計画明細書というものをつけておりますので、

そちらで説明をしたいと思います。これから着座にて説明をさせていただき

ます。予算の実施計画明細書でありますが、目までの、節までの予算額を示

しておりますけども、目までの説明とさせていただきます。  

まず、収益的収入及び支出についての収入からでございます。１款下水道

事業収益、本年度予定額５億２，１５５万６，０００円。前年度との比較に

ついては横棒を記載をしておりまして、企業会計の初年度でありまして表示

をすることができませんので、ご了承をお願いいたしたいと思います。  

１款１項１目下水道使用料でございます。１億３，９０１万７，０００

円。これは下水道使用料を見ております。 

次の２目でございます。他会計負担金８００万８，０００円。これは雨水

処理等の負担金を考えております。 

３目その他営業収益３９万３，０００円。これは手数料等を考えて見込ん

でおります。 

２項営業外収益でございます。３億７，４１３万８，０００円。  

１目受取利息及び配当金でございます。これは預金利息の名目計上でござ

います。 

２目の他会計補助金。これについては３，０８７万４，０００円、他会計

から、すなわち一般会計からの補助金を予定をしております。汚水減価償却

費に見合う分の補助金並びに企業債の利息支払いの不足分を充てることとし

ております。この他会計補助金につきましては基準外の繰入ということでし

ております。 

３目他会計負担金１億８，０２０万２，０００円。これについては分流式

下水道の減価償却に見合う分、それと利子、各種資金の利子、それと児童手

当を見込んで計上をしております。 

４目長期前受金戻入１億５，７６１万４，０００円。これは３種類ござい

ますが、長期前受金として戻入をするものを計上をしておるところでござい
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ます。 

５目消費税及び地方消費税還付金５４４万３，０００円。これは消費税の

還付金を見込んで計上をしておるところでございます。 

６目雑収益、延滞金、加算金、過料を名目として４，０００円計上をして

おります。次に４ページでございます。 

支出でございます。下水道事業費用５億２，４６６万２，０００円。１款

１項１目の管渠費。これについては１，５７０万４，０００円ということ

で、管渠等の維持管理に必要な経費を計上をしておるところでございます。 

次に２目ポンプ場費２９１万８，０００円。これは下組ポンプ場の維持管

理に係る経費を計上をしておるところでございます。 

３目処理場費９，０３７万８，０００円。これは川棚浄化センターの維持

管理に要する経費を計上をしておるところでございます。近年、浄化セン

ターの機器類が故障が多発をしておりますので、金額的には増加となってお

るところでございます。次に５ページをお願いいたします。  

５ページは４目総係費でございます。１，８８９万７，０００円というこ

とで、職員２名の人件費と係の総括的な経費を計上しております。 

次に５目減価償却費でございます。これは新たな費目でございまして、３

億１，８１６万５，０００円ということで各種施設、建物、施設等の減価償

却費を計上をしておるところでございます。 

６目資産減耗費１８万２，０００円。これは工事等により資産が減耗をす

ると、除却をするということで、その減価分を計上をしておるものでござい

ます。これについても新しい費目となっております。 

７目その他営業費用１，０００円。これは雑支出として名目計上をしてお

ります。 

６ページでございます。２項営業外費用、１目支払利息７，４４９万３，

０００円。これは下水道事業債並びに一時借入金の利息分を計上をしており

ます。 

３項特別損失、１目その他特別損失２９２万４，０００円。これは基本的

に初年度だけあるわけですけども、下水道の使用分、これが３月使用分でご

ざいます。それとか賞与引当金、法定福利費引当金、この引当金を保有する

ことが初年度でできませんので、特別損失として計上をしております。  
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４項予備費１００万円としておるところでございます。次の７ページの方

をお願いいたします。 

ここから資本的収入及び支出でございます。いわゆる４条予算でございま

す。 

収入、１款資本的収入２億７，４００８万３，０００円。企業債の１目建

設改良事業債３，８００万。これは下水道事業債ということで今年度も企業

債を借り入れる予定としております。 

２項補助金、１目国庫補助金４，６５０万円。これは国庫補助金を予定を

しておりまして、工事請負費として３，８００万、補償・補填として１５０

万、ストックマネジメント交付金として７００万を予定しておるところでご

ざいます。 

３項負担金、１目他会計負担金。これについては雨水処理による負担金並

びに児童手当に要する経費ということで計上をしております。 

２目受益者負担金及び分担金でございます。３２７万１，０００円。これ

は受益者負担金の収入を見込んでおるところでございます。  

４項出資金、１目他会計出資金１億８，２３２万６，０００円。これは他

会計出資金で、一般会計よりの出資金ということで繰入を考えておるところ

でございます。こちらについてもほとんどが基準内の繰入金でございます

が、下２つの建設改良費の不足分、企業債元金不足分、この２点につきまし

ては基準外の受け入れと、繰入ということとなっております。次に８ページ

でございます。 

支出でございます。１款資本的支出４億３，４６３万４，０００円。  

１項建設改良費、１目下水道建設改良費１億６，６５７万円。こちらは職

員の３名分の人件費と新たに管渠を整備していく工事費が主でございます。

そのほか取替工事、老朽化したものの取替工事も含んで工事費に計上をして

おるところでございます。 

２項企業債償還金、１目企業債償還金２億６，７０６万４，０００円。こ

れは下水道事業企業債の償還金でございます。 

３項予備費、１目予備費１００万円。これは予備費としております。  

９ページ、１０ページには給与費の明細を記載しております。こちらにつ

いても前年度については横棒の表示ということで記載をさせていただいてお



- 45 - 

ります。次に１１ページ、１２ページには予定の損益計算書を記載、添付を

しております。１３ページ、１４ページには予定の貸借対照表、これは３１

年の３月３１日現在を見越したものでございます。それと１５ページ、１６

ページでございます。予定開始貸借対照表。これは３０年４月１日を表した

もので、企業会計のスタートの時点を表したものでございます。１７ペー

ジ、１８ページにはキャッシュフローを添付をしております。あと１９ペー

ジには、予算に関する注記ということで記載をしておるところでございま

す。 

  以上で説明を終わりますが、ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろ

しくお願いいたします。 

議 長 次に、水道事業会計についての追加説明を求めます。引き続

き水道課長。 

水 道 課 長 議案第２２号「平成３０年度川棚町水道事業会計予算」につ

いて説明をいたします。予算書は１枚開いていただいて１ページということ

になります。 

  第１条には、水道事業会計の予算は、次に定めるところによるとしており

ます。 

  第２条、業務の予定量を規定をしております。給水戸数、年間給水量、主

な建設改良事業などを定めております。 

  第３条は、収益的収入及び支出の予定額の規定でありまして、収入総額を

３億５，３１３万８，０００円、支出の総額を３億５，３２０万円と予定を

しておるところでございます。 

  第４条は、資本的収入及び支出の予定額を規定をしておりまして、収入総

額を５７０万円、支出総額を１億２，９２４万円と定め、資本的収入額が資

本的支出額に対して不足する額１億２，３５４万円は、過年度分損益勘定留

保資金６，９８９万２，０００円、当年度分消費税資本的収支調整額５９１

万円、当年度損益勘定留保資金４，７７３万８，０００円で補填する予定と

しております。予算書は２ページの方をお願いいたします。 

  第５条は、一時借入金に関する規定でござまして、借入の最高額は３，０

００万円と規定をしております。 

  第６条は、流用の議決事項に関する規定ございまして、職員給与は５，７
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０４万円及び交際費については５万円と定めておるところでございます。 

  第７条でございます。たな卸資産購入限度額に関する規定でありまして、

購入限度額を１，０００万円と定めているところでございます。 

それでは、主な内容につきましては実施計画明細書でご説明をいたしま

す。予算実施計画明細書は６ページ、７ページとなります。これより着座に

て説明をさせていただきます。 

  ６ページは収益的収入及び支出でございます。まず収入の方からまいりま

す。 

第１款水道事業収益３億５，３１３万８，０００円、対前年度比１，１２

５万円の増加となっております。主な増加の要因は水道料金の増加が見込め

ることによるものでございます。 

  １項１目給水収益は、使用水量は一般生活用及び官公署においては、わず

かな減少を見込み、事業所及び工場においては前年度より増加を見込み、全

体として８．４％の増加と見込んでおります。水道料金は使用水量の増加に

より、昨年度より１，２００万円増額の３億２，０００万円を見込み計上を

しております。 

  ２目受託工事収益は、失礼しました。受託工事収益及び３目の加入金につ

きましては、前年度の実績を見込み計上をしております。 

  ４目その他の営業収益は、手数料は前年度の実績を見込み、工事負担金に

ついては下水道工事等に伴う水道管移設工事の負担金を見込み計上をいたし

ております。 

  ２項営業外収益についてでございます。１目受取利息は前年度の実績見込

みをもとに計上をしております。 

  ２目雑収益。これは山道可動せき管理費、野菜ハウス組合負担金など、前

年度実績を見込み計上をしております。福祉組合配水池管理費につきまして

は、監視装置の増設が予定されておることから増額を計上をしております。 

  ３目他会計負担金は、職員の児童手当について一般会計より繰入れを見込

み計上をしております。 

  ４目消費税及び地方消費税還付金は、仮受消費税額に対して仮払消費税の

支払額が少なくなる見込みであることから、消費税の還付金は発生しない見

込みであります。 
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  ５目長期前受金戻入は、財源別に工事負担金、受贈財産評価額、国庫補助

金と３節ありますが、３つの節がありますが、繰延収益に計上しているもの

から、減価償却した額については営業外収益の長期前受金戻入として順次、

収益化をしていくこととなっていることから見込み計上をしておるところで

ございます。 

  予算書の７ページでございます。支出となります。 

  １款水道事業費用３億５，３２０万円、対前年度比４７８万９，０００円

の増加となっております。 

  １項１目原水費は、原水を取水するために必要な経費を計上をしておりま

す。 

  ２目浄水費でございます。原水を浄化するために必要な経費を計上をして

おります。次に８ページをお願いいたします。 

  ３目配水及び給水費でございます。配水業務や給水業務に必要な経費の計

上をしております。この中では新たなものとして配水池槽内清掃業務を計上

しております。 

  ４目の受託工事費でございます。給水契約者等からの依頼で、直営で行う

工事に必要な経費を見込み計上をしております。予算書は９ページをお願い

いたします。 

５目総係費は水道事業の全般の計上経費などの経費を見込み計上をしてお

ります。主なものについては職員８人の人件費、検針業務委託料、会計シス

テムの保守料、事務所等の賃借料。次に、予算書は１０ページをお願いいた

します。同じく総係費の続きでございますが、貸倒引当金繰入額など水道事

業全般の経費を見込み計上をしております。 

  ６目減価償却費でございます。建物等の有形固定資産の減価償却費の経費

を見込み計上しております。 

  ７目資産減耗費でございます。配水管布設替に係る除却費、たな卸資産の

減耗費を見込み計上をしております。 

  ２項営業外費用でございます。１目支払利息及び企業債取扱諸費は、平成

２７年度の借り換え分を含めまして、１７件の企業債の利息について見込み

計上をしております。 

  ２目消費税は、仮受消費税と仮払消費税の関係から、本年度は納付消費税
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を見込み計上をしております。 

  ３目雑支出。これは前年度同額を見込み計上をしております。 

予算書は１１ページになります。資本的収入及び支出でございます。まず

収入からですが、１款資本的収入５７０万円、対前年度比２０万円の減少と

なっております。 

  １項１目建設改良事業債につきましては、今年度は借入予定がないために

計上はございません。 

２項１目工事負担金は下水道工事等に伴う水道管移設工事に係る他会計か

らの負担金について見込み計上をしております。 

  支出についてでございます。１款資本的支出１億２，９２４万円、対前年

度比１，７３９万７，０００円の増加となっております。 

  １項１目固定資産購入費は、新築等に設置する量水器の購入経費として見

込み計上をしております。 

  ２目施設改良費は、上組西部線管渠工の本設工事、中組地区送水管布設替

工事及び下水道工事に伴う水道管移設工事等の経費として見込んでおりま

す。 

  ２項１目企業債償還金は１５件の企業債がございまして、その元金償還を

見込み計上をしております。 

１６ページ、１７ページの方をお願いをしたいと思います。予定損益計算

書でございます。１の営業収益、３の営業外収益から２の営業費用、４の営

業外費用を差し引いた経常利益はマイナス、一番下に書いてありますけど

も、マイナスの８１７万８，０００円となる見込みでございます。なお、前

年度繰越利益剰余金を加えて当年度末未処分利益剰余金は１，３２６万７，

０００円。これは１７ページの一番下行に書いておるものでございます。を

見込んでおるところでございます。単年度収支については損失が発生する見

込みとなっておりますけども、累積では剰余金を確保できる見込みとなって

おります。 

そのほか４ページ、５ページには実施計画書。１２ページ、１３ページに

はキャッシュフロー計算書。１４ページ、１５ページには給与費明細書。１

８ページ、１９ページには予定貸借対照表。２０ページから２３ページに

は、前年度の予定損益計算書と予定貸借対照表。最後の２４ページには予算
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に関する注記を記載をしておりますが、説明は省略をさせていただきます。 

  以上で説明を終わりますが、ご審議のうえ、ご決定いただきますようよろ

しくお願いいたします。 

議 長 以上をもちまして、本日の日程は全部終了をいたしました。 

  本日は、これにて散会といたします。ご起立をお願いします。お疲れ様で

した。 

（１３：５６） 
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